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 今
年
の
生
演
奏
聴
き
初
め
は
一
月
二
十
七
日
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
二
六
六
回
目
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
。
現

在
欧
米
で
人
気
沸
騰
中
の
若
手
ソ
プ
ラ
ノ
が
来
日
す
る
と
い
う
の
で
期
待
し
た
が
、
昨
年
末
に
出
さ
れ
た「
外

国
人
入
国
禁
止
令
」
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
。 

代
わ
っ
て
の
登
場
は
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
の
ベ
テ
ラ
ン
加
納
悦
子
さ
ん
。
ケ
ル
ン
歌
劇
場
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
で
活
躍
し
た
後
に
帰
国
、
以
降
、
新
国
立
劇
場
や
各
地
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
出
演
。
昨
年
末
に
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
第
九
」
公
演
で
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
た
実
力
者
だ
。
こ
の
リ
サ
イ
タ
ル

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。 

 全
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
で
、
彼
が
十
二
歳
か
ら
三
十
五
歳
死
の
年
ま
で
に
作
ら
れ
た
曲
だ
。
前
半
は

多
種
多
様
の
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
（
裏
声
）
を
使
っ
た
歌
曲
、
後
半
は
「
別
離
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
曲
と
い
う

２
部
構
成
。
圧
倒
的
な
企
画
力
、
歌
唱
力
、
演
技
力
を
持
つ
加
納
さ
ん
の
主
張
が
感
じ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
。 

 

前
半
の
コ
ミ
カ
ル
な
「
老
婆
」
が
楽
し
か
っ
た
。
加
納
さ
ん
は
瞬
時
に
老
婆
に
変
身
、「
あ
た
し
の
若
い
頃

は
い
い
時
代
だ
っ
た…

…

と
こ
ろ
が
今
と
き
た
ら…

…

」
と
し
き
り
に
嘆
く
。
明
る
め
の
美
声
は
時
々
ひ
っ

く
り
返
り
、
陰
険
で
哀
れ
な
老
人
と
い
う
よ
り
、
何
か
ブ
ツ
ブ
ツ
呟
い
て
い
る
可
愛
い
お
婆
さ
ん
の
姿
だ
。

私
は
何
故
か
ほ
っ
と
し
た
。 

後
半
の
「
ど
う
し
て
貴
方
を
忘
れ
ら
れ
よ
う
」
に
酔
わ
さ
れ
た
。 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
、
恋
人
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
ナ
ン
シ
ー
が
ウ
ィ
ー
ン
を
去
り
イ
ギ
リ
ス
に
帰
る
時
に
贈
っ

た
大
曲
だ
。「
心
配
し
な
い
で
愛
す
る
人
よ 

私
の
心
は
何
時
も
貴
方
の
も
の…

…

」
と
激
し
い
思
い
を
綿
々

と
歌
い
あ
げ
る
。
豊
か
な
感
情
表
現
は
、
年
末
の
「
第
九
」
の
か
な
り
抑
え
た
歌
唱
と
は
大
違
い
。
今
一
番

脂
の
乗
っ
て
い
る
歌
手
の
渾
身
の
力
を
込
め
た
サ
イ
タ
ル
と
な
っ
た
。 

「
今
般
の
大
変
困
難
な
状
況
の
中
で
開
か
れ
る
演
奏
会
で
、
私
も
皆
様
も
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
す
よ
う
に
と
心
を
込
め
て
歌
い
ま
す
」。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
嬉
し
い
。 

  

令
和
三
年
の
聴
き
初
め
、
私
は
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
加
納
さ
ん
の
豊
麗
な
歌
声
を
全
身
に
浴
び
、
コ
ロ
ナ
の

憂
鬱
も
忘
れ
て
、
至
福
の
時
を
過
ご
し
た
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